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図画・ポスター

敦賀南小学校 ４年 渋谷  昂輝最優秀賞最優秀賞

▲図画・ポスターの表彰

▲作文の表彰

なんと、市内小・中・高校生の
９割を超える皆さんから
メッセージをいただき
ありがとうございました★ 
町中が青少年や大人の
メッセージをわかりあえるなんて、
素敵な出会いではありませんか。

プラザ萬象 小ホール
平成26年3月15日(土)

平成２３年度平成２５年度

表彰式
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敦賀南小学校 １年まつばらこうき最優秀賞最優秀賞

敦賀南小学校 ２年 團田  大和最優秀賞最優秀賞松原小学校 ３年 宮崎  舞優最優秀賞最優秀賞

青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ
青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 團 田 大 和
加 藤 一 花
杉 本 磨 美
成 松 周 哉
松 山 碧 衣
彦 瀬 媛 里
金 山 　 愛
納　谷　らんる
東　　　ゆい菜

敦賀南小
敦賀南小
中 央 小
中 央 小
松 原 小
中 央 小
粟 野 小
粟 野 小
粟 野 小

小 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 鈴 木 駿 斗
戸 嶋 彩 織
塚　本　七鈴夏
倉 貫 智 佳
矢 部 綸 乃
大　矢　ひかる
中 村 孝 徳
村　中　沙弥香
石 田 　 凌

粟野南小
敦賀南小
粟 野 小
粟野南小
敦賀南小
中 郷 小
中 郷 小
中 郷 小
粟 野 小

小 学 ５ 年 生

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 まつばらこうき
吉 田 未 来
武 田 　 慎
今 村 悠 聖
大 内 　 葵
おか本　とも子
大 道 桃 花
㟁 本 侑 樹
小不動　湧　大

敦賀南小
敦賀西小
中 央 小
粟野南小
敦賀西小
敦賀南小
中 央 小
中 郷 小
中 郷 小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 宮 崎 舞 優
岩 崎 　 陽
伊 藤 悠 希
中 野 　 凜
河 野 　 萌
今 川 陽 太
豊　田　愼之助
伊　藤　明日花
竹 越 結 楽

松 原 小
咸 新 小
粟 野 小
粟野南小
中 央 小
中 郷 小
中 郷 小
粟野南小
粟野南小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 松 居 俊 伍
中 村 友 美
夛　田　晃一郎
田 村 真 夕
山 田 莉 子
本 田 真 夢
長 谷 珠 希
平 口 康 介
山 内 崇 雅

粟 野 小
敦賀南小
咸 新 小
粟 野 小
敦賀南小
松 原 小
粟 野 小
粟野南小
黒 河 小

小 学 ６ 年 生

平成

年度
25

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 渋 谷 昂 輝
山 下 吏 久
山 中 　 洸
家根谷　ら　ん
百　田　茉奈美
坂 本 大 河
岸 本 晴 加
国 京 玲 奈
戸 羽 佑 輔

敦賀南小
中 央 小
中 央 小
粟 野 小
敦賀南小
敦賀北小
粟野南小
粟野南小
粟野南小

小 学 ４ 年 生

　　

平
成
２６
年
度
も
、
皆

さ
ん
が
感
じ
た
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
が
描

か
れ
た
作
文
や
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
青
少
年
の

皆
さ
ん
、
一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（ 

募
集
開
始
は
１２
月
初
旬
の
予
定
で
す
。）
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粟野南小学校 ５年 鈴木  駿斗最優秀賞最優秀賞粟野小学校 ６年 松居  俊伍最優秀賞最優秀賞

「 

わ
た
し
の
か
ぞ
く 

」

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

　

わ
た
し
の
か
ぞ
く
は
、
み
ん
な
と

く
い
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

お
と
う
さ
ん
は
、
だ
じ
ゃ
れ
を
い

う
の
が
と
く
い
で
す
。
わ
た
し
は

い
つ
も
、
お
と
う
さ
ん
が
だ
じ
ゃ
れ

を
い
う
と
わ
ら
っ
て
た
の
し
く
な

り
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
は
お
り
ょ

う
り
が
と
く
い
で
す
。
お
か
あ
さ

ん
の
り
ょ
う
り
を
た
べ
る
と
、
お

な
か
い
っ
ぱ
い
で
し
あ
わ
せ
な
き

も
ち
に
な
り
ま
す
。

　

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、
か
る
た
や
ト

ラ
ン
プ
が
と
く
い
で
す
。
わ
た
し

は
、
休
み
の
日
に
よ
く
い
っ
し
ょ
に

か
る
た
や
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
、
と
て

も
た
の
し
く
あ
そ
べ
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
お
手
つ
だ
い
す
る
の

が
と
く
い
で
す
。
た
と
え
ば
、
せ

ん
た
く
も
の
を
た
た
ん
だ
り
、
タ

ン
ス
ま
で
は
こ
ん
だ
り
し
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
は
、

そ
ん
な
と
き
に
、

「
あ
り
が
と
う
。」

「
お
手
つ
だ
い
し
て
く
れ
て
う
れ
し

い
よ
。」

と
わ
た
し
に
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

わ
た
し
も
そ
れ
を
き
い
て
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
か
ぞ
く
が
と
く
い
な

こ
と
を
し
て
お
た
が
い
た
す
け
あ

う
の
が
大
じ
だ
と
お
も
い
ま
す
。

も
し
も
わ
た
し
一
人
だ
と
、
だ
じ

ゃ
れ
を
い
っ
て
も
人
を
わ
ら
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
お
り
ょ

う
り
だ
っ
て
一
人
で
は
つ
く
れ
ま

せ
ん
。
か
る
た
や
ト
ラ
ン
プ
を
一

人
で
し
て
も
、
ぜ
ん
ぜ
ん
お
も
し

ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
、
か

ぞ
く
み
ん
な
で
と
く
い
な
こ
と
を

し
て
、
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
、

　
「
あ
り
が
と
う
。」

と
い
い
あ
え
る
ほ
う
が
、
み
ん
な

え
が
お
で
も
っ
と
し
あ
わ
せ
に
な

れ
る
と
お
も
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
ま
だ
ま
だ
お
と
う
さ

ん
や
お
か
あ
さ
ん
、
お
ね
え
ち
ゃ

ん
に
し
て
も
ら
う
こ
と
が
お
お
く

て
、
じ
ぶ
ん
で
で
き
る
こ
と
が
す
く

な
い
け
れ
ど
、
そ
う
じ
や
か
た
た

た
き
の
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と
を
ふ

や
し
た
い
で
す
。
と
く
い
な
お
手

つ
だ
い
を
た
く
さ
ん
し
て
、
大
す

き
な
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、

お
ね
え
ち
ゃ
ん
に
し
あ
わ
せ
に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

粟
野
南
小
学
校　

一
年　　

む
ら
こ　

ま
り
の

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 村　古　真理乃
塩 野 壱 星
寺 川 大 城
花 房 楓 真
山 畑 陽 人
大　坊　そあら
みや本　は　月
渡 邉 光 葵
吉 岡 琉 生

粟野南小
中 央 小
中 郷 小
粟野南小
敦賀北小
松 原 小
松 原 小
松 原 小
中 央 小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 林　田　蒼二郎
神 原 　 凜
瞿 曇 悠 生
木 野 安 慈
松 岡 知 優
有 常 柊 心
加 藤 唯 愛
仲 谷 徹 平
松 本 珠 優

松 原 小
松 原 小
中 郷 小
粟野南小
敦賀西小
松 原 小
松 原 小
粟 野 小
粟野南小

小 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 神 原 大 輔
小 林 侑 未
安 井 真 緒
浜 田 十 萌
北 野 里 奈
久 保 結 香
宇佐美　　　賢
浜　野　日南子
川 端 紘 凱

松 原 小
敦賀南小
松 原 小
粟野南小
中 央 小
中 央 小
粟 野 小
粟 野 小
粟野南小

小 学 ５ 年 生

作
文
の
部
　
入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 中 村 綾 香
小 泉 奏 太
吉 野 有 祐
島 津 綾 音
阿 波 心 彩
川 島 季 子
小 堀 涼 雅
長谷川　侑　那
前 田 琴 音

敦賀北小
敦賀南小
敦賀南小
中 央 小
敦賀南小
敦賀南小
敦賀北小
中 央 小
中 郷 小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 柳 下 文 音
奥 　 怜 温
奥 谷 有 貴
野 村 美 桜
寺 川 楓 馬
土 本 真 聖
澤 﨑 航 志
戸　羽　穂乃希
兵 田 未 宇

敦賀西小
中 央 小
粟 野 小
粟野南小
粟 野 小
粟 野 小
粟野南小
粟野南小
粟野南小

小 学 ６ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 柳 下 美 月
忍　田　莉里佳
横　川　ひまり
有 常 元 翔
松 葉 千 珠
中 本 彗 翔

敦賀西小
敦賀西小
敦賀西小
松 原 小
中 央 小
粟野南小

小 学 ４ 年 生

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。 http://seisyounentsuruga.net
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最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

「 

母
の
チ
ャ
レ
ン
ジ 

」

松
陵
中
学
校　

一
年　　

角
野　

将
太
郎

　

四
二
・
一
九
五
キ
ロ
。
僕
の
家
か
ら
だ
と
、

越
前
市
の
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
ま
で
く
ら
い
あ

る
ら
し
い
。
い
つ
も
鯖
江
の
祖
父
の
家
に
遊

び
に
行
く
と
き
に
通
る
が
、
車
で
も
一
時
間

く
ら
い
か
か
る
道
の
り
だ
。

　

母
は
、
十
年
く
ら
い
前
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
始
め
た
。
当
時
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
兄

と
一
緒
に
、
敦
賀
マ
ラ
ソ
ン
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部
に
出
る
た
め
に
練
習
し
始
め
た
の
が
き

っ
か
け
だ
。
と
い
っ
て
も
母
は
、
中
学
高
校

と
吹
奏
楽
部
で
、
運
動
と
は
無
縁
だ
っ
た
ら

し
い
。
だ
か
ら
そ
ん
な
母
が
子
供
と
一
緒
に

マ
ラ
ソ
ン
に
出
る
と
い
う
の
は
、
思
い
切
っ

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

僕
も
小
学
生
に
な
り
、
母
と
敦
賀
マ
ラ
ソ

ン
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
練
習
と
し
て
一

緒
に
松
原
の
林
の
中
を
走
っ
た
の
だ
が
、
母

の
ペ
ー
ス
が
あ
ま
り
に
も
遅
く
て
び
っ
く
り

し
た
。
母
が
走
る
速
さ
は
、
僕
の
早
歩
き
と

同
じ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
母
が
数

年
後
に
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
す
る
こ
と

に
な
る…

！

　

僕
た
ち
兄
弟
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
を
卒
業

す
る
と
、
母
は
一
人
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出

る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
五
キ
ロ
の
部
に

出
て
い
た
が
次
第
に
、

「
五
キ
ロ
は
短
距
離
走
み
た
い
で
皆
速
い

か
ら
」

と
言
っ
て
、
十
キ
ロ
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

母
の
練
習
ス
タ
イ
ル
は
、
ま
ず
晩
ご
飯
を

作
り
終
え
た
と
き
か
ら
始
ま
る
。
晩
ご
飯
の

用
意
を
済
ま
せ
る
と
す
ぐ
に
着
が
え
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
は
い
て
出
て
い
く
。
毎

回
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
付
の
時
計
を
持
っ

て
、
タ
イ
ム
を
計
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か

し
、
こ
の
動
作
が
行
な
わ
れ
る
の
は
す
っ
か

り
暗
く
な
っ
て
か
ら
。
街
灯
が
道
を
照
ら
す

が
、
一
人
で
は
怖
い
。
で
も
母
は
嫌
が
ら
ず
、

弱
音
を
吐
か
ず
、
少
し
く
ら
い
暑
く
て
も
寒

く
て
も
出
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
必
死
に
、
と

い
う
風
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
練
習
に
行
く

と
き
す
ご
く
張
り
切
っ
て
い
た
し
、
帰
っ
て

く
る
と
き
も
明
る
い
笑
顔
で
、
い
か
に
も
楽

し
そ
う
だ
っ
た
。

　

僕
は
陸
上
部
。
運
動
の
辛
さ
は
よ
く
分
か

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
母
は
辛
そ
う
に

し
て
な
い
の
だ
ろ
う
？
僕
は
考
え
て
み
た
。

　

僕
は
陸
上
を
や
っ
て
い
る
と
き
、
練
習
内

容
が
き
つ
か
っ
た
り
す
る
と
思
わ
ず
、「
休

み
た
い
」
と
思
っ
た
り
、
力
を
緩
め
た
り
す

る
こ
と
も
何
度
か
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
思

っ
て
い
る
の
は
誰
で
も
同
じ
な
ん
だ
。
こ

の
練
習
を
乗
り
切
れ
ば
強
く
な
る
、
と
思
え

ば
力
が
わ
い
て
く
る
。
母
は
き
っ
と
、「
強

く
な
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
だ

と
思
う
。こ
の「
強
く
な
り
た
い
」と
い
う“

目

的”

が
あ
れ
ば
、
辛
い
練
習
も
頑
張
れ
る
の

だ
と
思
う
。

　

「
当
た
っ
た　

」

　

あ
る
日
、
母
が
嬉
し
そ
う
に
メ
ー
ル
を
見

せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の

当
選
通
知
だ
っ
た
。
今
年
の
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

は
、
定
員
一
万
八
千
人
に
対
し
、
応
募
者
数
が

な
ん
と
八
万
人
だ
っ
た
と
い
う
。
思
い
切
っ

て
応
募
し
た
の
だ
と
い
う
が
運
が
良
い
。
前

か
ら
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
た
い
と
は
言
っ
て

い
た
が
、
そ
の
機
会
が
本
当
に
訪
れ
た
。
け

れ
ど
、
こ
れ
は
母
が
応
募
し
な
け
れ
ば
当
た

る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
当
然
出
る

こ
と
も
無
か
っ
た
。
こ
れ
は
「
母
の
決
断
力
」

が
運
を
決
め
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
機
に
、

母
は
今
ま
で
以
上
に
練
習
に
励
ん
だ
。
自
分

で
勝
ち
取
っ
た
「
運
」
を
胸
に
。

　

そ
し
て
十
一
月
。
母
は
無
事
神
戸
マ
ラ
ソ

ン
を
完
走
し
た
。
当
初
は
、
七
時
間
以
内
を

目
標
に
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
母
の
タ
イ
ム

は
四
時
間
三
十
六
分
。
目
標
を
大
幅
に
超
え

る
好
タ
イ
ム
と
な
っ
た
。
母
は
満
足
そ
う
に

神
戸
か
ら
帰
っ
て
き
た
。「
完
走
で
き
た
〜
」

と
い
う
明
る
い
笑
顔
と
、
完
走
賞
の
大
き
な

タ
オ
ル
と
メ
ダ
ル
を
見
せ
な
が
ら
。

　

僕
は
、
母
か
ら
二
つ
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

一
つ
目
は
「
目
標
を
決
め
る
。」
目
標
無
し
に

道
は
進
め
な
い
。
目
標
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

皆
は
頑
張
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二

つ
目
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
み
る
。」
母
が

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
の
も
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

に
応
募
し
た
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
と
挑
戦
す
る
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
。
何

事
に
も
挑
戦
す
る
の
は
大
事
だ
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。

　

僕
が
通
っ
て
い
る
松
陵
中
学
校
に
は
、
こ

う
書
か
れ
て
い
る
看
板
が
あ
る
。

『
努
力
は
勝
利
へ
の
道
』

努
力
を
し
て
無
駄
な
こ
と
は
無
い
。
努
力

を
す
れ
ば
必
ず
い
い
こ
と
が
起
こ
る
。
そ

ん
な
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
気
が
す
る
。

母
は
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
終
え
た
後
、
こ
う
言

っ
て
い
る
。

「
努
力
を
し
て
い
る
間
は
辛
い
け
れ
ど
、
そ
の

あ
と
に
楽
し
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
。」

僕
も
母
み
た
い
に
精
一
杯
努
力
し
て
、
一
日

一
日
を
生
き
て
い
こ
う
と
思
う
。

！！
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気比中学校 １年  
池上  琴音

最優秀賞最優秀賞

粟野中学校 ２年  
酒井  真白

最優秀賞最優秀賞

粟野中学校 ３年 川村  大樹最優秀賞最優秀賞

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 池 上 琴 音
雨 森 彩 花
岡 上 　 楓
安 田 有 希
横 幕 葵 帆
中 川 瑞 希

気 比 中
粟 野 中
粟 野 中
気 比 中
気 比 中
粟 野 中

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 酒 井 真 白
兵　田　祉於里
松　井　英里佳
佐 藤 璃 奈
寺 岡 優 希
山 田 千 瑛

粟 野 中
粟 野 中
粟 野 中
気 比 中
粟 野 中
粟 野 中

中 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 川 村 大 樹
望 月 伶 香
浜 島 　 楓
天 谷 英 孝
久 米 　 梓
竹 中 唯 以

粟 野 中
松 陵 中
粟 野 中
角 鹿 中
松 陵 中
松 陵 中

中 学 ３ 年 生

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 角　野　将太郎
小 出 龍 冴
山 川 咲 愛
吉 田 朝 美
西 村 歩 佳
伊　原　有理朱
中 野 　 空
坂 本 未 羽
松　田　伶那斗

松 陵 中
気 比 中
松 陵 中
粟 野 中
気 比 中
松 陵 中
松 陵 中
粟 野 中
粟 野 中

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 矢 田 恭 子
高 橋 魅 羽
橋　本　ひなた
安 井 真 那
仲　野　由梨亜
藤 村 瑞 希
松 中 咲 樹
北 野 流 伊
竹 中 琢 人
中　村　美沙希

角 鹿 中
気 比 中
松 陵 中
松 陵 中
気 比 中
気 比 中
気 比 中
角 鹿 中
粟 野 中
粟 野 中

中 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 向 山 知 花
柿 本 崚 地
釡 谷 菜 生
土 本 花 音
鳥 山 晃 汰
中 村 汐 里
藤 原 有 紀
長谷川　珠　実
髙 橋 結 愛

松 陵 中
粟 野 中
粟 野 中
粟 野 中
松 陵 中
松 陵 中
松 陵 中
粟 野 中
敦賀気比高等
学校付属中学校

中 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 松 尾 祐 哉
市　村　瀬里瑛
川 上 眞 依
松 木 一 矢
勝 見 奈 月
金 山 大 地
中 山 彩 香

敦賀工業高
敦 賀 高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高

高 校 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 安 田 秀 平
宮　内　佑依子
内 野 有 紗
鳥 居 滉 太
田　保　花菜絵
中 村 淳 菜
廣 田 哲 也
山 根 　 令

敦賀工業高
敦 賀 高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦 賀 高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高

高 校 ３ 年 生

一 般

入 選 藤 原 茂 の

作
文
の
部
　
入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 五　井　佑加子
伊 藤 輝 久
柴 田 千 種
坂 井 　 瞳
柴 田 知 春
倍　野　友起子
栗 田 竜 宏
宮 下 　 海
山 岸 桃 花

敦賀気比高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀気比高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀気比高

高 校 １ 年 生

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。 http://seisyounentsuruga.net
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考
え
る
生
活
を

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議　

 

会 

長  

籠
　

正

義

　
パ
ソ
コ
ン・ス
マ
ホ・携
帯
電

話
…
す
さ
ま
じ
い
発
達
で
、本

当
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ち
っ
ぽ
け
な
指
一
本
で
、

瞬
時
に
、何
の
苦
労
も
な
く
世

界
中
の
出
来
事
が
分
か
り
、欲

し
い
物
が
あ
れ
ば
手
に
出
来
、

疑
問
に
思
う
こ
と
は
即
座
に

答
え
が
で
ま
す
。

　
何
も
長
い
時
間
を
か
け
て

調
べ
た
り
、あ
れ
こ
れ
と
思
考

を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
い
ら
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
当

に
便
利
で
楽
な
世
の
中
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

　
テ
レ
ビ
も
見
て
い
る
だ
け

で
分
か
り
ま
す
し
、電
卓
さ
え

あ
れ
ば
手
軽
に
計
算
も
で
き

ま
す
。
何
も
苦
労
し
て
考
え

た
り
、汗
を
流
し
て
試
行
錯
誤

す
る
時
代
は
遠
く
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
る
学
者
に
よ
れ
ば
、人
間

が
他
の
哺
乳
動
物
と
同
様
に

原
野
を
駆
け
め
ぐ
っ
て
い
た

こ
ろ
の
寿
命
は
十
八
歳
程
度

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、こ
の
中
か
ら
人

間
だ
け
が
寿
命
が
延
び
て
、今

で
は
男
性
は
八
十
歳
近
く
、女

性
は
そ
れ
を
大
き
く
越
え
る

平
均
寿
命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
体
、ど
う
し
て
こ
う
も
生
き

延
び
て
き
た
の
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
人
間
は「
考
え
る
葦（
あ

し
）」に
な
っ
た
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
考
え
る
、脳
を
使
っ
て

い
く
こ
と
が
、寿
命
を
延
ば
す

こ
と
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、今
日
、「
考
え
る
必

要
の
な
い
葦
」、「
考
え
な
い

葦
」と
な
る
傾
向
が
強
く
出

て
き
た
と
な
る
と
、天
才
バ

カ
ボ
ン
の
様
に
”こ
れ
で
い

い
の
だ
！ 

“な
ん
て
言
っ
て

お
れ
ま
せ
ん
。

　
短
絡
的
、衝
動
的
な
言
動
に

は
し
る
こ
と
な
く
、思
慮
深
い

子
ど
も
達
を
育
成
す
る
た
め

に
、「
考
え
る
習
慣
」を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、

私
達
大
人
も
毎
日
一
つ
は
真

剣
に
考
え
る
こ
と
を
通
し
て

充
実
し
た
生
活
を
し

た
い
も
の
で
す
。

coramu
林 惠子の

Vol.18

　
当
市
民
会
議
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
賛
助
金
の
募
集
結
果
は
左
記
の

通
り
で
す
。

　　

青
少
年
健
全
育
成
活
動
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今

年
度
も
こ
の
よ
う
に
多
く
の
賛

助
会
費
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
青

少
年
育
成
活
動
に
一
層
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆ 

賛
助
会
費
の
ご
報
告 

◆☆賛助会員数 ・・・・・・・・ １４，３７１件
☆賛助会費 ・・・・・・  １，９４８，９４１円

〈 ２月28日現在 〉

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

あ
わ
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

報
告
で
は
、「
地
域
の
各
種
団
体
が
力
を

合
わ
せ
て
、地
域
の
子
ど
も
を
育
て
る
。

ま
た
こ
れ
に
よ
り
親
も
一
緒
に
子
育
て

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。」と
発
表
し
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
同
世
代
や
世
代
の

違
う
人
が
周
り
に
い
て
く
れ
る
と
、親

も
子
育
て
に
よ
り
色
々
な
こ
と
を
学
べ

る
機
会
が
で
き
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
形
成
さ
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、岩
堀
先
生
が
長
年
か
け
て

〝
自
分
の
い
い
と
こ
ろ
〞
を
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
す
る
活
動
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。生

徒
自
身
が
自
分
の
こ
と
を
好
き
に
な

り
、ま
た
好
き
に
な
る
よ
う
な
友
達
や

家
族
の
視
点
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て
い

き
、そ
の
フ
ァ
イ
ル
が
自
分
も
家
族
自
体

を
も
好
き
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

る
。勉
強
で
は
な
く
、人
を
育
て
る
と
い

う
活
動
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

巣
立
ち
の
季
節
で
す
。
入
園
、入
学

…
子
ど
も
達
も
新
し
い
環
境
に
不
安

が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
以

上
に
不
安
な
の
は「
親
」な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
集
団
の
中
で
わ
が
子
が
困

る
こ
と
が
無
い
様
に
と
、つ
い
つ
い
頑
張

ら
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？
小
学
校
に
入
る

と
、幼
稚
園
や
保
育
園
の
よ
う
に
そ
の

日
の
様
子
も
先
生
に
聞
け
な
い
し
、自

分
で
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
い
と

大
変
だ
と
焦
り
、知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
言
葉
の
端
々
に
学
校
へ
行
っ
た

ら
…
と
口
走
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？「
最

近
妙
に
め
そ
め
そ
す
る
ん
で
す
。
親
か

ら
離
れ
た
が
ら
な
い
ん
で
す
。」こ
の
時

期
よ
く
聞
き
ま
す
。
何
気
な
い
親
の

言
動
か
ら
新
し
い
環
境
が
不
安
に
な

る
子
ど
も
達
で
す
。
そ
し
て
実
は
、高

校・大
学
へ
進
学
す
る
子
ど
も
達
も
同

じ
で
す
。
慣
れ
な
い
環
境
に
自
分
は
馴

染
め
る
の
だ
ろ
う
か
…
つ
い
て
い
け
る

の
だ
ろ
う
か
…
小
さ
い
時
の
よ
う
に
あ

か
ら
さ
ま
に
は
見
せ
な
い
け
れ
ど
、ひ

そ
か
に
感
じ
て
い
る
不
安
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、父
母
は
ど
ー
ん

と
構
え
て
く
だ
さ
い
ね
。
今
よ
り
き
っ

と
楽
し
い
経
験
が
で
き
る
、新
し
い
友

達
や
素
敵
な
先
生
と
の
出
会
い
が
あ

る
。
次
の
生
活
が
楽
し
く
な
る
こ
と

を
伝
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
不
安
な

く
、新
し
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う

な
エ
ー
ル
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

わ
く
わ
く
す
る
エ
ー
ル
を

わ
く
わ
く
す
る
エ
ー
ル
を

平成26年2月1
日(土)

中小企業産業
大学校

　　　　　　
　　にて

  

家
族
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
支
援
団
体

あ
わ
の
親
子
社
会
塾
（
敦
賀
市
あ
わ
の
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
海
ト
キ
ド
キ
炎
、
み
ん
な
で

塩
づ
く
り
（
小
浜
市
加
斗
ク
L
O
V
E
）
親
子

サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
鯖
江
市
神
明
地
区
体
育
協

会
）
そ
の
他
７
支
援
事
業

活
動
報
告「

子
ど
も
た
ち
が

　

自
分
も
家
族
の
こ
と
も
大
好
き
に
な
る
た
め
に
」

    

岩
堀
美
雪 

氏
（
鯖
江
市
立
待
小
学
校
教
諭
）

講
　
演

講
　
師

ふ
く
い
家
族
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

テ
ー
マ

明
日
へ
つ
な
ご
う 

家
族
の
笑
顔
と 

地
域
の
輪
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来年度の予
定

● 

第
36
回 

青
少
年
健
全
育
成

　
　
　

敦
賀
市
民
会
議
定
期
総
会

　
　

平
成
26
年
４
月
18
日（
金
）　

19
時
〜

　
　
　

会
場  

中
郷
公
民
館

● 

第
32
回 

親
子
の
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　
　

平
成
26 
年
５
月
11
日（
日
）　

9
時
〜
15
時

　
　
　

会
場  

き
ら
め
き
み
な
と
館
と
金
ヶ
崎
緑
地

● 

第
36
回 

青
少
年
育
成
敦
賀
市
民
大
会

　
　

平
成
26 
年
６
月
14
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

　
　
　

会
場  

プ
ラ
ザ
萬
象  

大
ホ
ー
ル

平
成
26
年
度

行
事
予
定

行
事
予
定

行
事
予
定

『 

役
割
を
自
覚
さ
せ
、

　　 

や
り
と
げ
る
態
度
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
15 
日
は
青
少
年
育
成
の
日

『 

こ
ど
も
の
成
長
を
祝
い
、

　　 

み
ん
な
の
夢
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

事
務
局　

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
内

　

〒
９
１
４-

０
０
４
７ 

敦
賀
市
東
洋
町
１
の
１

『
青
少
年
つ
る
が
』第
27
号

平
成
26
年
３
月
25
日

編
集
・
発
行　

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
  aig
o
@
to
n2
1
.ne
.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
２
３
┃
０
１
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　
２
３
┃
０
５
２
３

皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

「
第
36
回 

青
少
年
育
成
敦
賀
市
民
大
会
」が

   
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
６
月
14
日（
土
）９
時
30
分
よ
り

プ
ラ
ザ
萬
象 

大
ホ
ー
ル
に
て

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地

域
の
子
は
地
域
で
す
こ

や
か
に
育
て
よ
う
」
の
も

と
、
第
１
部
の
式
典
に
続

き
第
２
部
は
平
成
25
年

度
「
青
少
年
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
青
少
年
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
最
優
秀
作
品

の
発
表
、
第
３
部
は
敦
賀

高
校
吹
奏
楽
部
の
ス
テ

ー
ジ
演
奏
、
第
４
部
は
環

境
浄
化
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
す
。
二
年
連
続
雨
天

中
止
と
な
っ
た
パ
レ
ー
ド

も
、
昨
年
は
晴
天
と
な
り

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
と

敦
賀
の
街
の
環
境
浄
化
を

願
う
皆
さ
ん
に
、
多
数
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青少年健全育成
敦賀市民会議の
シンボルマーク

大

人が
変われば

子
ど

もも変わる

運
動

家

庭 の 日

  毎
月第３日曜日

   

お問い合せ申込先 各小学校または下記事務局まで

昨
年
度
の

　
様
子
で
す
♪

昨
年
度
の

　
様
子
で
す
♪

そば打ち体験
7月26日（土）

敦賀と昆布
8月23日（土）原子力を考えよ

う
9月20日（土）

敦賀と電車
10月18日（土）

ひまわり塾ひまわり塾ひまわり塾
平成２６年度

たくさんのお友達の参加をお待ちしています。

郷土の今と昔を知り　自然にふれあいながら　豊かな心情を培う

みんなで
“手打ちそば”を
つくってみよう

昆布かき
体験

原子力訓練
センターと
美浜発電所ＪＲ敦賀機関区

の見学
昨
年
度
の

　

様
子
で
す
♪

昨
年
度
の

　

様
子
で
す
♪

　

平
成　

年
度
も
小
学
４
年

生
、
５
年
生
、
６
年
生
を
対
象

に
４
回
開
催
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
敦

賀
の
歴
史
や
文
化
を
掘
り
起

こ
し
て
、
大
切
な
郷
土
の
宝
を

探
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
ろ
い
ろ
な
お
友
達
と
新

し
い
体
験
に
挑
戦
し
て
、
敦
賀

の
こ
と
を
楽
し
く
学
習
し
ま

し
ょ
う
。 26

日程•内容とも変更となる場合がございます。



9：00～15：00

511

青少年健全育成敦賀市民会議の
シンボルマーク敦賀市少年愛護センター内（青少年健全育成敦賀市民会議） 親子のフェスティバル実行委員会事務局☎0770-23-0189お問合せ

■主 催／青少年健全育成敦賀市民会議　 ■共 催／敦賀市・敦賀市教育委員会　 ■主 管／敦賀市少年愛護センター
■後 援／（公財）青少年育成福井県民会議・国土交通省敦賀港湾事務所・自衛隊福井地方協力本部・敦賀海上保安部・敦賀警察署
　　　　 敦賀美方消防組合・敦賀市区長連合会・㈱嶺南ケーブルネットワーク

海上保安部巡視船「えちぜん」★
海上自衛隊掃海艇「すがしま」「のとじま」
装甲車など
★

国土交通省港湾業務艇「まつかぜ」★

パトカー・救急
車

はしご車は午
前だよ♪

開会式★
気比中学校
吹奏楽部演奏

働く車大集合★
家族で遊ぼう！★

ケータリングカー★

グラウンドゴルフ
サイバーホイールなど

ミニ鉄道★
体験型の
おもしろコーナー
★

ビンゴゲーム★

（事前申込が必要です）

周辺
きらめきみなと館

きらめき
みなと館

金ヶ崎緑地

きらめきみなと館
小ホール

粟野小学校 ２年　 金山　愛 さん

※都合により一部内容を変更させていただく場合がございます。

きらめきみなと館きらめきみなと館きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地と 金ヶ崎緑地と 金ヶ崎緑地

会場会場

第32回
体験乗船できるよ♪

親子の2014

フェスティバルフェスティバルフェスティバル

̶　8　̶
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今年も「親子のフェスティバル」の季節がやってきました。
おかげさまで毎年大盛況のこのフェスティバルを心待ちにし
てらっしゃる子どもさんも多いと思われます。
スタッフ一同、心を込めたおもてなしで会場にいらした方々が
終日笑顔であるれるように頑張っていきたいと思います。
内容も少し変えながら家族や親子で楽しんでいただけるもの
と確信しております。
皆さんのお越しをお待ちしております。

親子のフェスティバル運営委員長　池田裕太郎


	青少年つるが.27号_01
	青少年つるが.27号_02
	青少年つるが.27号_03
	青少年つるが.27号_04
	青少年つるが.27号_05
	青少年つるが.27号_06
	青少年つるが.27号_07
	青少年つるが.27号_08

